
 

 

 

 

 

  

 

 

学年集会における先生方からのお話の抜粋です。イベントがたくさんある冬休みの指針になればと思い

ます。 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習担当 松尾先生 

 ２学期の授業はどうでしたか？１学期に比べて，ずいぶん難しくなったと感じている人が多いの

ではないでしょうか。中学校の学習内容は，授業を受けているだけでは，なかなか身につきません。

日頃からの反復練習が，よい結果を生むための基礎になります。冬休みだからといって怠けること

なく，計画的に今までの復習をしておきましょう。 

生徒指導担当 榊原先生 

 冬休みでも，普段の学校生活と変わらず，野間中スタンダードを意識して生活していきましょ

う。冬休みは，イベントがたくさんあり，誘惑も多くなります。深夜徘徊やお金のトラブル等な

いようにし，規則正しい生活を心がけましょう。そして，有意義な冬休みにしていきましょう。 

行事担当 森岡先生 

 『悔しい』と感じたことがありますか。それはどんなときですか。人が『悔しい』と感じると

きは，自分や集団が“本気”になっていたときです。また，“本気”になり，成果が上がったとき

には，『本当の喜び』を感じられます。この２学期，どれだけの『悔しさ』や『本当の喜び』を味

わいましたか。『悔しさ』『本当の喜び』を感じる行事ができたなら，それは素晴らしいことで

す。個人として，集団として，成長している証です。行事を通して，成長できる集団でいたい

ね。 

学年主任 名塚先生 

 ２学期は生活にも慣れ，「だれ」が出やすい学期であり，行事も多いことから，先を見通した行動

が求められます。この大きな課題に，みなさんは学年全員で取り組み，見事それぞれの答えを見つ

け，力を伸ばすことができました。３学期は，野間中生の先輩として，後輩を迎える準備をしてい

きましょう。そのために，冬休みは家族としっかりと楽しんで，余裕をつくってください。 

令和元年度 野間中学校 

１年生 学年通信 

令和元年１２月２３日（月） 

～冬休みを有意義なものにするために（冬休み直前号）～ 

☆冬休みの予定☆ 

１２月２３日（月）２学期終業式 

１２月２４日（火）～１月６日（月） 冬季休業  

☆１月当初の予定☆ 

１月 ７日（火） 始業式 （10:50 下校予定） 

① 大掃除 ② 始業式 ③ 学活  

【持ち物：上靴，体育館シューズ，朝読書の本，宿題】 

   ８日（水） 実力テスト，給食スタート，⑥委員会 



 

 

 １２月６日(金)午後に，ＤＴ学習の一環として校外学習「職場訪問」を行いました。冬らしい冷え込みの

中，各班計画通りの時刻に出発することができました。訪問先までの交通安全や訪問先での振る舞いを意識

しながら，野間中１年生らしく訪問を終えられたようです。 

保護者の皆様には，さまざまなご心配をおかけしました。懇談会でご指摘をいただいた点もありましたの

で，今後の活動に生かしていきたいと思います。訪問当日までのご協力，ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１９日(木)６時間目に百人一首大会を開催しました。実行委員が短時間ながらも時間を見つけて

準備をしてくれたので，スムーズに楽しく会を終えることができました。以下は表彰結果です。 

 

★学級優勝 Ｂ組（226枚） 

★生活班の部 １位 Ｂ組３班 95枚（堀 海音，山本彩夢，光本匠馬，近藤裕俊，東 芽衣） 

       ２位 Ｂ組４班 83枚（都筑さゆり，川口大介，大岩慶人，荻野芽理，大岩譲二） 

       ３位 Ｃ組３班 61枚（前田昊星，岡崎さくら，加藤琉星，常住心彩，三浦由太郎） 

★個人の部  

  名  前 クラス 枚 数   名  前 クラス 枚 数   名  前 クラス 枚 数 

1 佐々木理帆 Ａ 34 6 加藤 琉星 Ｃ 16 8 臼井 春輝 Ｃ 14 

2 川口大介 Ｂ 26 6 渡邉 梨乃 Ａ 16 8 鵜殿 央哉 Ｃ 14 

3 山本 彩夢 Ｂ 24 8 久村 大地 Ａ 14 8 谷川 夏輝 Ｃ 14 

4 都筑さゆり Ｂ 21 8 志村 晴乃 Ａ 14 8 花井 帆夏 Ｃ 14 

4 東 芽衣 Ｂ 21 8 前浪 侑奈 Ａ 14 

※上級，中級，初級に階級が分かれており，団体戦において，上級の取り札は二倍に換算されています。 

校外学習「職場訪問」 

〔班長の反省より〕 

・社会に出るために大事なことを知ることができた。 

・自分から考えて動ける人が増えてきた。 

・「いつでも どこでも 何度でも」あいさつをして， 

少ない時間だったけど，訪問先の方とコミュニケー 

ションがとれた。 

・班員一人一人に役割をふることで，成長することが 

できるし，スムーズにも進んだ。 


